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令和6年（２０２4年）かかししははらら
6月定例会

6月 5日～ 21 日開催

今井町にある、幼児一時預かり所の「ゆりかご」。お 2人の笑顔で、お子さんも
にっこりでした。４ページで紹介しています。是非、ご覧ください！
（今回より、議会広報委員会が表紙を担当しました。）

表 紙 紹 介



2かしはら市議会のいま　第 230号

本
会
議
で
審
議
し
た
内
容
・
結
果

もっと詳しく！

議案番号 案件名 議決結果

条例
議第 29号 橿原市議会会議規則の一部改正 可決　全会一致

議第 39号 橿原市議会政治倫理条例の一部改正 可決　全会一致

意見書

決第 6 号 日常生活用具給付事業であるストーマ装具の給付事業の改善に係る意見書 可決　総員起立

決第 7 号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 可決　総員起立

決第 8 号 聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書 可決　総員起立

議員提出議案議員提出議案

可決された意見書は関係機関に送付します。

市長提出議案市長提出議案

議案番号 案件名 議決結果

条例

議第 30号 橿原市個人番号の利用に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第 31号 橿原市国民健康保険税条例の一部改正 可決　全会一致

議第 32号 奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約の変更 可決　全会一致

議第 33号 奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散 可決　全会一致

議第 34号 奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散に伴う財産の処分 可決　全会一致

議第 35号 市道路線の認定 可決　全会一致

予算
議第 36号 令和 6年度橿原市一般会計補正予算（第 1号） 可決　賛成多数

議第 37号 令和６年度橿原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致

条例 議第 38号 橿原市立学校、幼稚園設置条例の一部改正 可決　全会一致

承認 承第２号 橿原市税条例の一部を改正する条例に関する専決処分の報告 承認　全会一致

報告

報第２号 令和５年度橿原市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告 報告

報第３号 令和５年度橿原市一般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告 報告

報第４号 令和５年度橿原市上水道事業会計予算繰越計算書の報告 報告

報第５号 令和５年度橿原市下水道事業会計予算繰越計算書の報告 報告

会議の結果会議の結果

議員提出議案

市長提出議案

可決された
意見書

令和６年６月定例会の流会に関するお知らせ
　令和６年６月定例会は６月５日から６月２１日までの会期日程で開会しました。定例会最終日
となる（６月定例会４日目）６月２１日の日程第１９、決第８号までの日程が終了し、暫時休憩
となり、休憩中に全体協議会が開催されました。全体協議会が終了後、本会議を再開しようとし
たところ、定足数を満たすことができず、同日午後５時をもって流会となり、６月定例会が閉会
となりました。

用語解説
【流会】
議会の招集日に議員が議員定数の半数に達せず、会議が開けなかった場合のこと。

【定足数】
議会において、有効に議題を審議し、議決するために必要とされる出席議員の数のこと。
橿原市の場合は、議員１２名以上の出席が必要となります。
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し
ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

あなたの家の備えは
大丈夫ですか？

橿原市の主な備蓄品一覧令和６年６月定例会で防災備蓄品の

追加購入費１，９１８万円が補正予算

で可決

能登半島地震による被災自治体からの情

報収集等により、橿原市として必要にな

る下記の備蓄品を随時購入していく予定

です。

日ごろから災害に備え日ごろから災害に備え

無理のない備え無理のない備えをしましょうをしましょう

　大災害が発生すると , 避難所での生活やラ
イフラインが止まった生活を余儀なくされる
ことがあります。そのような場合に備え、ご
自身でも日ごろから備蓄品の準備をしておく
ことが大事です。
　橿原市として備蓄はしていますが、数や種
類に限りがあります。世帯構成によって備え
るものは異なりますので、一度考えてみては
どうでしょうか。

「日ごろからの備え」

もっと詳しく

アルファ米 約１４，３５０食
栄養機能食品 約４，０００食
パン 約２，８５０食

液体ミルク 約５７０本
発電機 １２３台
仮設トイレ ７５基

段ボールベッド １８０台
パーテーション 約１，０００個
マット 約３，６００枚
毛布 約２３，７００枚

子ども用オムツ 約６，２００枚

非常用簡易トイレ
災害備蓄用トイレットペーパー
マウスウォッシュ（口腔ケア用品）

災害用ボディーシート

３つのポイント

１．家庭の備蓄品の確保

　家庭内での備蓄の目安は、最低３日間は自
足できるよう確保しておきましょう。特に飲
料水については、1人１日３リットルは必要
とされています。

２．家族への連絡手段などを確認

　家族が離ればなれになったときの連絡手段
を確認しておきましょう。災害時には電話が
繋がりにくくなるので、災害用伝言ダイヤル
（１７１）などが有効です。

３．家の中と外の安全チェック

　家具の転倒などによって、ケガをしたり屋
外への避難ができなくなる危険があります。
家具の配置換え、転倒防止またガラス飛散防
止などの安全対策をとりましょう。

※各指定避難所へマット等を分散備蓄しています

順
次
追
加

防災

避難所

橿原市

ホームページ
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「ゆりかご」
ホームページ

「ゆりかご」
Instagram

橿原市は子育てしやすいまち
日本一を目指しています

０歳から２歳の待機児童解消が課題のひとつ
　待機児童については、特に０歳から２歳までの児童が多数を占める状態が続いております。橿
原市では、公立だけでなく私立民間園と協力し、保育士確保に努めるとともに、小規模保育園等
の開園に向け事業者の公募を行うなど、待機児童の解消に取り組んでいます。（５ページを参照）

子育て経験豊かなシルバー世代が
お子さんを伝建地区の趣のある古民家にて
温かい雰囲気の中でお預かりされています。

橿原市
子育て応援
サイト

幼児一時預かり

　その中で、今回は今井町で幼児一時預かり
をされている、キッズサポート「ゆりかご」（運
営：橿原市シルバー人材センター）にお伺い
しました。
　高齢者の豊かな経験と能力を生かして若い
世代の子育てを支援されています。

※重要伝統的建造物群保存地区内（伝建地区）の「ゆりかご」

　スタッフの皆さん笑顔いっぱいで温かい雰囲気でした！

・子育て世代のお役に立ちたいです。
・預けられた方から、「施設の雰囲気
   が落ち着く」と言われました。
・気軽に、リフレッシュにも使って
　もらいたいです。

シルバー人材センターのスタッフの思い

議会広報委員の感想

予約方法や
利用可能時
間等、詳しく
はこちら

・スタッフの方の笑顔が素敵で、こちらも
　元気になりました。
・有資格者のスタッフが常駐しているので 
   安心感があります。
・市内に多様な子育て支援施設があること  
   は、保護者にとって心強いことだと思い
   ました。多世代で支え合い、子育ての負
   担を軽減できたらと感じました。

『ゆりかご』キッズ
サポート



5 かしはら市議会のいま　第 230号

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

会議録

録画配信

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

問　

英
語
検
定
受
験
料
補
助
事
業
に
つ

い
て
、
現
段
階
で
決
ま
っ
て
い
る
受
験

級
と
周
知
方
法
、
検
定
料
の
負
担
額
を

教
え
て
ほ
し
い
。

答　

受
験
級
に
つ
い
て
は
、
３
級
以
上

を
想
定
し
て
い
る
。
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
、
校
長
会
を
通
じ
て
教
職
員
に
周
知
し
、

中
学
３
年
生
及
び
保
護
者
へ
伝
え
る
。
ま

た
、
中
学
３
年
生
の
英
語
担
当
を
通
じ
て

生
徒
に
受
験
の
促
進
に
努
め
る
。
こ
れ
と

並
行
し
て「
コ
ド
モ
ン
」「
広
報
か
し
は
ら
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
周
知
を
行
う
。
さ

ら
に
、
私
立
・
国
立
中
学
校
の
生
徒
に
対

し
て
は
、
個
別
に
案
内
を
発
送
し
、
新
規

事
業
の
周
知
を
丁
寧
に
行
う
予
定
を
し
て

い
る
。
検
定
料
に
つ
い
て
は
、
受
験
級
に

関
わ
ら
ず
、
受
験
し
た
生
徒
１
人
に
つ
き

５
，
０
０
０
円
、
１
年
度
に
つ
き
１
回
ま

で
を
想
定
し
て
い
る
。

修
工
事
費
７
，
５
９
４
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
務
所
は
い

つ
ま
で
利
用
す
る
予
定
か
。

答　

現
状
、
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
新
し
い
中
央
体
育
館

の
整
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、

そ
の
整
備
が
終
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
旧
の
中
央
体
育
館
の
方
針
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

過
去
の
答
弁
で
令
和
７
年
度
に

新
し
い
中
央
体
育
館
の
設
計
図
が
必

要
で
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
間
に

合
わ
せ
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

で
あ
れ
ば
、
こ
の
中
央
体
育
館
管
理

事
務
所
を
数
年
し
か
使
わ
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
お
金
を
か
け
過
ぎ
か
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　

中
央
公
民
館
の
解
体
に
伴
い
、

現
在
の
公
民
館
と
体
育
館
の
事
務
所

や
ト
イ
レ
部
分
も
解
体
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
が

ど
う
し
て
も
必
要
と
な
り
、
体
育
館

を
利
用
し
て
い
く
上
で
は
ど
う
し
て

も
必
要
な
予
算
と
考
え
て
い
る
。

民
間
保
育
所
等
運
営
補
助
金

旧
中
央
公
民
館
・
分
館
解
体
事
業

英
語
検
定
受
験
料
補
助
事
業

問　

小
規
模
保
育
事
業
所
は
０
～
２
歳

児
が
対
象
で
、
定
員
は
６
名
か
ら
１
９

名
以
下
の
小
さ
い
保
育
所
と
い
う
定
義

で
あ
る
。
待
機
児
童
が
多
い
地
域
は
橿

原
市
の
北
部
に
偏
っ
て
お
り
、
北
部
に

は
人
口
に
対
し
て
保
育
の
受
皿
が
少
な

い
状
態
で
あ
り
、
現
在
、
小
規
模
保
育

事
業
所
は
２
か
所
あ
る
が
、
２
か
所
と

も
南
部
に
位
置
し
て
お
り
、
北
部
に
も

事
業
所
を
誘
致
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　

今
回
の
募
集
に
関
し
て
は
、
基
本

的
に
市
内
全
域
の
募
集
と
考
え
て
い
る

が
、
北
部
、
北
西
部
の
ほ
う
に
待
機
児

童
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
い
く
必
要

は
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
募
集
す
る

に
当
た
っ
て
、
地
域
を
限
定
す
る
と
、

応
募
事
業
者
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
の
で
、
待
機
児
童
の
状
況
を
地
区
ご

と
に
示
し
、
選
定
時
に
待
機
児
童
が
多

い
北
部
と
北
西
部
の
得
点
が
高
く
な
る

よ
う
な
形
で
は
考
え
た
い
。

問　

中
央
体
育
館
管
理
事
務
所
の
改

補正予算のポイントは？
・待機児童解消のため、小規模保育所等の誘致や施設整備費用の補助費用を計上。

５，０１９万円

・中学３年生を対象とする英語検定受検料の補助金の費用を計上。

１６１万円

・旧中央公民館・分館の解体工事に関する費用を計上。

２億７，４５２万円

問答
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

会議録
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問　

第
１
回
橿
原
市
中
学
校
部
活
動
地

域
移
行
協
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

答　

学
識
経
験
者
等
の
9
名
で
、「
少
子

化
に
よ
る
部
活
動
の
減
少
に
伴
う
持
続
可

能
な
部
活
動
の
実
現
」、「
働
き
方
改
革
に

伴
う
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
部

活
動
の
地
域
移
行
の
準
備
、
及
び
関
係
機

関
及
び
団
体
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と
」

を
協
議
し
た
。

問　
今
後
の
協
議
会
の
在
り
方
と
ス
ポ
ー

ツ
推
進
へ
の
意
気
込
み
は
。

市
長　
協
議
会
は
3
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
が
、
し
っ
か
り
と
議
論
を
す
る
場

を
確
保
す
る
た
め
に
、
協
議
会
の
回
数
を

制
限
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
柔
軟
に
考
え
た
い
。
ま
た
、
地
域

と
連
携
を
し
な
が
ら
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
や
、
教
員

の
働
き
方
改
革
も
含
め
、
よ
り
よ
い
環
境

づ
く
り
を
県
と
国
と
連
携
し
、
進
め
て
い

き
た
い
。

答　

市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
広

報
「
か
し
は
ら
」
で
折
込
や
記
事
の
掲

載
、
出
前
講
座
、
設
立
準
備
協
議
会
や

議
会
定
例
会
で
の
委
員
会
報
告
等
、
で

の
資
料
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中

で
Ｑ
＆
Ａ
と
と
も
に
掲
載
し
て
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
前
講
座
は
自

ら
参
加
す
る
意
思
の
あ
る
方
が
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
や
、
日
程
調
整
や

会
場
設
定
の
利
便
性
が
あ
る
こ
と
、
意

見
交
換
が
十
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、

説
明
会
よ
り
も
出
前
講
座
を
優
先
し
て

い
る
。

問　
民
営
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
民
営
化
は
、
決
し
て
行
わ
な
い
。

問　

加
入
負
担
金
等
に
つ
い
て
は
、
橿

原
市
の
現
行
と
統
一
後
の
料
金
差
が
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
手
数
料
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答　

加
入
金
に
つ
い
て
は
変
動
が
あ
り

ま
す
が
、
5
年
間
の
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
給
水
申
請
時
に
必
要
と
な
る

設
計
の
審
査
や
検
査
の
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
現
行
と
同
額
に
な
る
。

建
設
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
に
つ
い
て

問　

令
和
6
年
10
月
以
降
の
「
か
し

は
ら
街
の
介
護
相
談
室
」
の
体
制
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
補

完
す
る
役
目
を
担
う
「
か
し
は
ら
街
の

介
護
相
談
室
」
は
、
現
在
、
各
小
学
校

区
の
単
位
ご
と
で
、
16
か
所
で
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
4
月
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
1
か
所
か
ら
2

か
所
に
増
設
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
6

年
10
月
か
ら
「
か
し
は
ら
街
の
介
護
相

談
室
」
を
小
学
校
区
か
ら
中
学
校
区
を

中
心
と
し
た
7
か
所
に
再
編
す
る
。

問　
「
か
し
は
ら
街
の
介
護
相
談
室
」

の
件
数
が
減
少
す
る
が
、
相
談
業
務
に

支
障
は
な
い
の
か
。

答　

相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

各
ブ
ラ
ン
チ
で
、
3
6
5
日
24
時
間
、

相
談
受
付
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
十
分
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。

問　

Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
の
駅
舎
活
用
に
関

し
て
、
複
数
の
民
間
事
業
者
か
ら
提
案

が
あ
っ
て
再
度
協
議
が
始
ま
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
畝
傍
駅
舎
単
体
の
利
活

用
な
の
か
畝
傍
駅
舎
の
近
く
に
あ
る
市

の
土
地
も
含
め
た
提
案
な
の
か
、
教
え

て
ほ
し
い
。

答　
提
案
は
複
数
あ
り
、
畝
傍
駅
舎
単
体

の
提
案
も
あ
れ
ば
駅
と
隣
接
す
る
市
の
土

地
を
活
用
し
た
提
案
の
両
方
が
あ
る
。

問　
今
後
、
提
案
募
集
す
る
際
に
は
駅
舎

に
隣
接
す
る
市
の
土
地
の
有
効
活
用
も
含

め
た
募
集
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

答　

市
の
土
地
も
含
め
た
形
で
提
案
い

た
だ
く
こ
と
を
現
段
階
で
は
想
定
し
て
い

る
。

問　

奈
良
県
広
域
水
道
一
本
化
に
つ
い

て
、
橿
原
市
の
水
道
事
業
が
ど
う
な
る
の

か
を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
市
民
説
明
会

を
し
て
ほ
し
い
。

橿
原
市
部
活
動
地
域
移
行
協
議
会
に
つ
い
て

か
し
は
ら
街
の
介
護
相
談
室
に
つ
い
て

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
に
つ
い
て

文
教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

市
長
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今井　りか

一心

録画映像は
こちら
▼

会派

神田　眞美

無会派

録画映像は
こちら
▼

会派
詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問 県

域
水
道
一
体
化

池
に
は
１
万
ト
ン
の
容
量
の
タ
ン
ク
が
２

基
あ
り
、
１
基
は
震
度
５
強
以
上
の
揺
れ

を
感
知
す
る
と
緊
急
遮
断
弁
が
作
動
し
約

７
千
ト
ン
、
市
内
３
か
所
の
耐
震
性
貯
水

槽
と
合
わ
せ
て
７
，４
０
０
ト
ン
の
水
（
約

80
万
人
分
）
を
確
保
で
き
て
い
る
。
地
震

発
生
か
ら
３
日
程
度
で
全
国
か
ら
給
水
応

援
が
あ
る
と
想
定
。

問　
県
の
資
料
で
は
、
用
水
供
給
単
価
は

１
３
６
円
（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、

以
降
の
単
価
も
同
様
）
で
あ
る
が
、
本
市

が
単
独
経
営
を
続
け
た
場
合
は
ど
う
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
通
常
単
価
１
３
０
円
、

一
定
水
量
を
超
え
た
場
合
90
円
が
一
律

１
３
６
円
に
な
る
。
単
独
経
営
の
場
合
、

大
き
な
影
響
が
出
る
。
試
算
し
た
水
道
水

単
価
を
比
較
す
る
と
、
本
市
単
独
で
水
道

事
業
を
継
続
す
る
と
約
３
０
０
円
、
一
体

化
に
参
加
す
る
と
約
２
８
８
円
と
な
り
、

企
業
団
参
加
は
料
金
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問　
以
前
に
本
市
に
不
利
と
な
れ
ば
、
一

体
化
へ
の
参
加
を
見
直
す
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

答　
一
体
化
に
参
加
し
た
方
が
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
参
加
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
。

新
沢
千
塚
公
園
拠
点
施
設
・

古
墳
群
公
園

多
く
、
上
手
く
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
収
支
等
の
現
状
は
。

答　

令
和
４
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、

令
和
５
年
３
月
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
１
年
目
は
コ
ロ
ナ
禍
で

約
１
，
０
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
が
、
令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
コ
ロ
ナ

前
よ
り
も
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。

問　

一
体
的
整
備
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

案
内
板
な
ど
が
有
効
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

各
施
設
と
の
連
携
が
な
く
、
カ
フ
ェ
も
開

店
日
が
少
な
い
。
早
々
に
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　
各
施
設
間
の
連
携
は
関
係
各
所
や
事

業
者
と
十
分
に
協
議
、
連
携
し
て
い
き
た

い
。
カ
フ
ェ
の
経
営
等
も
改
善
策
を
前
向

き
に
検
討
中
で
あ
る
。

問　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
成
功
に
導
く

事
は
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
公

園
一
帯
の
未
来
像
は
。

答　
総
合
的
な
公
園
利
用
や
地
域
の
活
性

化
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
が
歴
史
に
親
し
み
、

郷
土
愛
を
育
む
場
と
し
て
い
き
た
い
。

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
水
道
の
復
旧

に
時
間
を
要
し
た
が
、
本
市
で
大
地
震
等

が
発
生
し
た
場
合
の
対
策
は
。

答　
橿
原
市
上
下
水
道
部
協
同
組
合
と
災

害
時
協
定
を
締
結
。
市
内
で
災
害
対
応
が

困
難
な
場
合
は
、
日
本
水
道
協
会
か
ら
要

請
を
受
け
た
他
の
水
道
事
業
者
を
受
け
入

れ
る
。
そ
の
際
、
宿
舎
や
駐
車
場
と
い
っ

た
受
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
各

家
庭
の
復
旧
が
早
急
に
出
来
な
い
場
合
は
、

仮
設
の
応
急
給
水
栓
を
設
け
る
な
ど
臨
機

応
変
な
対
応
を
行
う
。

問　

能
登
半
島
地
震
で
は
県
営
水
道
エ

リ
ア
は
復
旧
が
遅
い
と
の
報
道
も
あ
っ
た
。

本
市
に
自
前
の
浄
水
場
は
な
い
が
、
地
震

に
対
し
、
ど
う
備
え
て
い
る
か
。

答　
最
も
被
害
を
受
け
る
の
は
、
奈
良
盆

地
東
縁
断
層
帯
と
想
定
。
本
市
が
水
道
水

を
受
水
し
て
い
る
御
所
浄
水
場
は
耐
震
化

さ
れ
て
お
り
、
浄
水
場
の
機
能
自
体
が
影

響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
県
水
の
水
管

も
、
今
後
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
耐

震
化
を
実
施
予
定
。
ま
た
、
一
町
の
配
水

問

答

答

問答

問　
史
跡
新
沢
千
塚
古
墳
群
公
園
は
現
在
、

拠
点
施
設
シ
ル
ク
の
杜
を
は
じ
め
、
農
産

物
直
売
所
、
各
種
公
園
の
整
備
と
と
も
に
、

県
下
初
の
試
み
と
し
て
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
フ
ェ
が

あ
る
。
こ
の
制
度
導
入
の
経
緯
及
び
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
平
成
29
年

に
改
正
さ
れ
た
都
市
公
園
法
に
よ
り
、
飲

食
店
、
売
店
等
の
公
園
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
資
す
る
公
園
施
設
を
設
置
し
、
そ

れ
ら
の
施
設
か
ら
生
ず
る
収
益
を
活
用
し
、

周
辺
を
一
体
的
に
整
備
、
改
修
す
る
事
業

者
を
民
間
か
ら
公
募
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
の
財
務
負
担
の
軽
減
か
つ
、
都
市
公
園

の
質
の
向
上
、
公
園
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
導
入
を
実
施
。
15
年
の
長

期
契
約
を
通
じ
て
コ
ス
ト
縮
減
、
公
園
全

体
の
質
の
向
上
と
賑
わ
い
の
創
出
を
目
標

と
す
る
。

問　
カ
フ
ェ
の
存
在
を
知
ら
な
い
市
民
も

問問

答

答 問 答

問
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら
▼

問　
能
登
半
島
地
震
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
の
現
状
と
今
後
の
方

針
は
。

答　

奈
良
盆
地
東
縁
断
層
帯
地
震
に
お

け
る
想
定
避
難
者
数
３
万
４
千
人
を
基
に
、

令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
で
備
蓄
で
き
る

よ
う
計
画
を
立
て
、
６
月
定
例
会
に
補
正

予
算
を
計
上
。

問　
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
問
題
で
、
洋
式

水
洗
ト
イ
レ
が
配
置
さ
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、

手
洗
い
場
、
換
気
扇
等
が
つ
い
た
移
動
設

置
型
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
は
。

答　
衛
生
面
に
優
れ
て
い
る
な
ど
一
定
の

有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
既
に
導
入

し
て
い
る
他
の
自
治
体
で
の
事
例
を
参
考

に
検
討
す
る
。

問　
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
採
用
に

つ
い
て
、
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
に

招
き
、
被
害
対
応
に
当
た
る
市
職
員
に
、

最
新
気
象
デ
ー
タ
の
利
活
用
方
法
な
ど
を

学
べ
る
研
修
会
を
実
施
し
た
り
、
ま
た
、

答

防
災
対
策

森前　美和

公明党

会派

録画映像は
こちら
▼

竹森　衛

無会派
（日本共産党）

会派

地
域
の
皆
様
、
学
校
、
企
業
な
ど
に
対
し

て
気
象
リ
ス
ク
に
関
す
る
啓
発
活
動
や
訓

練
を
行
う
こ
と
で
地
域
全
体
の
気
象
防
災

意
識
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
る
が
。

答　
令
和
４
年
１
月
に
気
象
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
、
活

用
に
関
す
る
周
知
を
始
め
ら
れ
た
。
今
後
、

奈
良
地
方
気
象
台
と
引
き
続
き
連
携
し
て

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
際
、
胸
部
を
は

だ
け
て
電
極
パ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
る
た
め
、

傷
病
者
が
女
性
の
場
合
、
使
用
を
た
め
ら

う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
三
角
巾
を
配
備
す
る

こ
と
で
胸
部
を
覆
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
つ
つ
、
使
用
で
き
る
上
に
、
止

血
や
手
足
を
固
定
す
る
応
急
手
当
に
も
役

立
つ
と
考
え
る
が
。

答　
対
象
が
女
性
で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
を
行
う
も
の
が
男
性
の
場
合
に
は
戸

惑
う
の
は
事
実
で
あ
る
。
何
が
一
番
良
い

方
策
な
の
か
も
含
め
て
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
学
童
保
育
の
現
状
と
改
善
点
は
。

答　
保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ

り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
需
要
は

年
々
高
ま
り
、
受
入
れ
人
数
の
確
保
や
安

全
性
の
確
保
の
た
め
、
学
校
の
余
裕
教
室

を
使
用
す
る
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
て

い
る
。
平
成
27
年
に
橿
原
市
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
が
発
足
。
ク
ラ
ブ
の

事
務
処
理
や
支
援
員
の
指
導
や
雇
用
な
ど

の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
市
は
、
運
営
等

に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
適
切
に
運
営

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
学
童
保
育
施
策
、
指
導
員
の

処
遇
改
善
、
向
上
を
ど
う
考
え
、
施
策
を

進
め
て
い
く
の
か
。

答　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
職
務
は
、
多

数
の
児
童
の
安
全
を
見
守
る
だ
け
で
な
く
、

年
齢
や
性
別
の
違
う
一
人
一
人
の
子
ど
も

の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
主
性
あ

る
い
は
社
会
性
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
専
門
性
の
高
い
仕
事
で
あ
る
。
処
遇
・

賃
金
改
善
は
、
支
援
員
処
遇
改
善
補
助
金
、

そ
し
て
支
援
員
等
処
遇
改
善
補
助
金

（
月
額
９
，
０
０
０
円
相
当
）
が
あ
る
の
で
、

そ
の
事
業
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
く
。

問　
教
科
書
見
本
市
の
巡
回
は
。

答　
令
和
６
年
度
、
分
庁
舎
（
ミ
グ
ラ
ン

ス
）
で
教
科
書
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
併

せ
て
、
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
一
定
期

間
展
示
し
、
回
覧
を
す
る
と
い
う
方
式
を

実
施
。

問　
教
科
書
採
択
の
考
え
方
は
。

答　
令
和
６
年
度
は
、「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
」
の
構
築
に
向
け
た
優
れ
た
実

践
の
創
出
、
普
及
、
展
開
の
拠
点
と
し

て
、
白
橿
小
学
校・白
橿
中
学
校
が
「
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
」
に
指

定
さ
れ
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協

同
的
な
学
び
」
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
教
科
書
を
最
大
限
に
活
用
し
た
質

の
高
い
授
業
づ
く
り
の
推
進
に
引
き
続
き

努
め
て
い
く
。

問

答

答
本
市
の
学
童
保
育
の
現
状
と
改
善
点

中
学
校
教
科
書
採
択

問 答

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

森本　えみ

好きやねん橿原
日本維新の会

録画映像は
こちら
▼

会派

録画映像は
こちら
▼

松尾　高英

政研かしはら

会派

要
望
書
の
取
扱
い

問　
地
域
の
方
々
が
運
営
し
て
い
る
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
等
へ
の
市
か
ら
の
補

助
金
額
は
。
ま
た
、
教
室
数
は
。

答　
全
て
の
小
・
中
学
校
で
「
県
学
校
・

地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
の
補
助

金
を
活
用
し
て
実
施
。
令
和
５
年
度
実
績

で
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
約
34
万
円
、

地
域
未
来
塾
が
約
９
万
円
、
計
約
43
万
円

の
補
助
で
あ
る
。
一
方
、
地
区
公
民
館
を

拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
子
ど
も
教
室
」

に
は
、
市
が
補
助
金
を
８
地
区
で
、
約

２
１
５
万
円
を
交
付
。

問　
人
材
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
団
体
等

に
、
高
校
・
大
学
生
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
。

市
が
窓
口
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

答　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
未
成
年
者
だ

け
で
参
加
す
る
こ
と
に
対
し
、
市
が
関
与

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
人
材
不
足
の

問
題
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
検

討
す
る
。

問　
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
や
奈
良
県
文
化
会
館
の
件

で
、「
市
内
の
団
体
か
ら
市
に
対
し
て
要

望
は
上
が
っ
て
い
た
の
か
」
と
聞
い
た
。

そ
の
要
望
書
は
、
誰
宛
か
。

答　
県
知
事
に
対
し
て
の
要
望
で
す
。

問　
市
に
届
い
て
い
た
県
知
事
宛
の
要
望

書
は
、
八
木
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
と
近

鉄
八
木
駅
名
店
街
協
同
組
合
の
２
団
体
で

間
違
い
な
い
か
。

答　
最
終
的
に
は
、
こ
の
２
団
体
の
要
望

書
を
提
出
し
た
。

問　
要
望
書
は
、
そ
の
団
体
が
作
成
し
た

も
の
か
。

答　
要
望
書
の
作
成
は
、
各
団
体
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
職
員
の
方
で
案
を

作
成
し
、
団
体
の
代
表
者
に
内
容
を
確
認

し
て
も
ら
い
、
同
意
の
上
で
、
押
印
さ
れ

た
要
望
書
で
あ
る
。

問　
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
ま
た
、
誰
の

指
示
で
作
成
に
至
っ
た
の
か
。

答　
県
文
化
会
館
の
移
転
は
、
大
和
八
木

駅
周
辺
の
経
済
的
な
損
失
だ
け
で
な
く
、

中
南
和
地
域
全
体
が
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、

地
域
団
体
の
声
を
要
望
書
と
し
て
集
約
し
、

知
事
に
届
け
る
こ
と
が
、
本
市
だ
け
で
な

く
、
中
南
和
地
域
の
発
展
に
必
要
で
あ
る

と
市
長
が
判
断
し
た
た
め
。

問　

要
望
案
を
３
月
８
日
に
各
団
体
に

持
っ
て
い
き
、
押
印
の
上
11
日
に
返
し
て

ほ
し
い
と
言
っ
た
の
か
。

答　
市
長
が
３
月
13
日
に
知
事
に
会
う
予

定
が
あ
り
、
そ
の
前
に
提
出
を
お
願
い
し

て
い
た
。

問　
結
果
、
13
日
は
行
け
な
く
な
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
正
式
に
県
で
受
け
付
け
ら

れ
た
の
は
い
つ
か
。

答　
３
月
28
日
に
提
出
し
よ
う
と
し
た
が
、

受
理
し
て
も
ら
え
ず
、
調
整
の
結
果
、
４

月
19
日
に
郵
送
で
提
出
し
た
。

問　
県
に
確
認
し
た
。
要
望
を
市
経
由
で

頂
く
よ
り
、
団
体
に
直
接
持
っ
て
き
て
も

ら
え
れ
ば
、
知
事
面
談
の
時
間
を
設
け
る
、

連
絡
先
も
教
え
て
ほ
し
い
、
と
市
に
返
事

し
た
が
、
連
絡
も
な
く
郵
送
さ
れ
て
き
た

そ
う
だ
が
、
団
体
に
は
伝
え
た
か
。

答　

県
か
ら
の
言
及
を
伝
え
る
よ
り
も
、

県
と
の
調
整
を
優
先
し
た
。

問答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材

答 答

不
妊
治
療
の
助
成

問答

問　

現
在
ま
で
の
不
妊
治
療
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
具
体
的
内
容
を
。

答　
一
般
不
妊
治
療
へ
の
助
成
で
は
、
夫

婦
の
所
得
制
限
は
設
け
ず
、
１
年
度
当
た

り
10
万
円
を
上
限
と
し
て
、
自
己
負
担
額

の
２
分
の
１
を
助
成
。
一
方
、
特
定
不
妊

治
療
は
、
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
に
要
す

る
費
用
に
対
し
て
１
回
30
万
円
を
上
限
と

し
て
、
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
を
助
成
。

し
か
し
、
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
は
、
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
化
に
伴
い
、

令
和
４
年
度
末
に
終
了
し
た
。

問　
令
和
７
年
度
よ
り
県
は
市
町
村
へ
の

補
助
制
度
を
創
設
予
定
。
そ
の
動
向
と
方

向
性
は
。

答　
補
助
内
容
が
よ
り
詳
細
と
な
る
。
市

町
村
説
明
会
を
通
じ
て
、
県
下
統
一
し
た

基
準
や
様
式
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
市
長
の
考
え
は
。

答　

本
市
の
不
妊
治
療
費
助
成
の
対
象

と
な
る
治
療
内
容
を
拡
大
し
、
よ
り
一
層

子
ど
も
を
欲
し
い
と
思
う
方
々
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

問答問

問答問

問答問答問



10かしはら市議会のいま　第 230号

詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら
▼

問　
国
は
令
和
元
年
、
災
害
弔
慰
金
支
給

法
を
改
正
し
、
自
治
体
が
災
害
関
連
死
の

審
査
会
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
を
努
力
義

務
化
。
本
市
で
も
定
め
て
ほ
し
い
。

答　
関
係
機
関
等
と
協
議
を
進
め
、
条
例

改
正
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問　
災
害
発
生
を
想
定
し
た
、
庁
内
訓
練

を
毎
年
開
催
す
る
と
定
め
、
実
施
を
。

答　
毎
年
度
の
訓
練
実
施
を
検
討
す
る
。

問　
本
市
の
小
・
中
学
校
１
校
当
た
り
の

図
書
室
へ
の
本
の
購
入
予
算
は
。
本
の
廃

棄
に
明
文
化
し
た
基
準
は
あ
る
か
。

答　
１
校
あ
た
り
、
小
学
校
が
18
万
５
千

円
、
中
学
校
が
24
万
円
。
廃
棄
基
準
は
明

文
化
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
が
令
和
４

年
に
実
施
し
た
調
査
で
、
実
際
の
本
の
購

入
費
の
全
国
平
均
は
、
小
学
校
46
万
８
千

円
、
中
学
校
65
万
７
千
円
。
本
市
予
算
と

大
き
な
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
本
の
適
切

な
廃
棄
と
更
新
の
循
環
が
行
わ
れ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
予
算
と
共
に
運
営
を

担
う
学
校
司
書
が
必
要
。
過
去
の
一
般
質

問
で
、
学
校
司
書
を
「
令
和
８
年
ま
で
に

全
校
配
置
に
努
め
る
」
と
回
答
し
た
が
、

未
配
置
で
あ
る
。
一
方
、
市
立
図
書
館
は
、

令
和
５
年
度
３
名
い
た
司
書
資
格
の
あ
る

職
員
が
、
令
和
６
年
度
１
名
に
。
専
門
的

業
務
と
継
承
に
課
題
。
複
数
名
を
世
代
ご

と
に
配
置
し
て
ほ
し
い
。

答　
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
、
で
き
る
限

り
世
代
の
異
な
る
複
数
の
司
書
資
格
を
持

つ
職
員
の
配
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
図
書
館
は
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る

場
所
で
も
あ
り
、
調
べ
学
習
は
有
効
な
方

法
。
そ
の
た
め
に
も
、
学
校
図
書
館
の
本

を
更
新
・
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

市
立
図
書
館
と
万
葉
ホ
ー
ル
、
学
校
現
場

が
連
携
し
、
保
護
者
や
子
ど
も
へ
活
用
方

法
の
周
知
を
。
教
育
現
場
を
支
援
す
る
学

校
司
書
の
配
置
を
再
度
要
望
す
る
。

答　
図
書
更
新
の
た
め
、
廃
棄
基
準
の
明

文
化
を
検
討
し
、
中
高
生
へ
は
自
習
ス

ペ
ー
ス
や
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を
周
知
し
た
い
。

引
き
続
き
学
校
司
書
配
置
に
努
め
た
い
。

答

橿
原
市
の
防
災
施
策 矢追　もと

無会派

会派

録画映像は
こちら
▼

問　

今
か
ら
20
年
前
、
不
妊
治
療
の
う

ち
、
高
額
で
あ
る
、「
体
外
受
精
」
に
つ

い
て
、
国
費
か
ら
２
分
の
１
と
、
県
の
事

業
と
し
て
、
10
万
円
の
助
成
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
当
時
、
私
自
身
も
不
妊
治
療
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
原
因
検
査
や
治
療
を
行

い
、
一
般
不
妊
治
療
で
あ
る
「
人
工
授
精
」

を
何
度
も
行
っ
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
た

め
、
高
度
生
殖
医
療
で
あ
る
「
体
外
受
精
」

を
行
い
、
待
望
の
長
女
を
授
か
る
こ
と
が

で
き
た
。
当
時
は
出
生
児
お
お
よ
そ
50
人

に
１
人
が
体
外
受
精
児
と
い
う
低
い
割
合

で
あ
っ
た
が
、
20
年
が
経
過
し
た
今
で
は
、

10
人
に
１
人
に
な
っ
て
い
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
ど
の
よ
う

な
不
妊
治
療
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た

の
か
。

答　
平
成
29
年
度
か
ら
一
般
不
妊
治
療
を

対
象
と
し
て
、
申
請
期
間
を
治
療
日
の
属

す
る
年
度
内
と
し
、
助
成
上
限
額
を
５
万

円
と
し
て
開
始
し
た
。
令
和
元
年
度
か
ら
、

申
請
期
間
を
治
療
日
の
属
す
る
翌
年
度
末

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

「
体
外
受
精
」
不
妊
治
療
支
援

ま
で
に
延
長
し
、
令
和
２
年
度
に
は
、
１

年
度
内
の
助
成
上
限
額
を
10
万
円
に
引
き

上
げ
た
。

問　
「
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
を
早
急
に

実
現
す
る
」
と
首
相
が
表
明
し
、
人
工
授

精
や
体
外
受
精
も
含
め
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
保
険
適
用
と
な
っ
た
。
保
険
が
適
用

さ
れ
て
も
、
15
万
円
程
度
が
必
要
と
さ
れ

る
体
外
受
精
は
、
高
額
療
養
費
の
制
度
を

利
用
し
た
と
し
て
も
大
き
な
経
済
的
負
担

で
あ
る
た
め
、
奈
良
市
な
ど
と
同
様
に
、

助
成
の
対
象
に
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
本
市
の
不
妊
治
療
費
助
成
は
、

一
般
不
妊
治
療
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
体

外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
を
含
め
、
対
象

を
拡
大
し
、
子
ど
も
が
欲
し
い
方
へ
の
支

援
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

上田　くによし

政研かしはら

会派

問問 問

答

答

市
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館

答

問答

費用

50 万円
（保険適
用ナシ）
15 万円

（保険適
用アリ）

出生児
の割合

50 人に
1 人

10 人に
1 人

２０
年
前

現
在

体外受精の状況（推計値） 問答
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覧
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一
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うすい　卓也

録画映像は
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会派

問　
八
士
業
に
認
め
ら
れ
て
い
る
職
務
上

請
求
を
悪
用
し
た
個
人
情
報
不
正
取
得
事

件
が
起
こ
っ
て
い
る
。「
本
人
通
知
制
度
」

に
つ
い
て
説
明
を
。

答　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
の
証

明
書
を
第
三
者
が
取
得
し
た
場
合
に
、
そ

の
事
実
を
本
人
に
通
知
す
る
も
の
で
、
本

市
で
は
、
登
録
者
へ
第
三
者
請
求
の
通
知

を
行
う
「
事
前
登
録
型
」
の
運
用
を
行
っ

て
い
る
。

問　
市
内
の
登
録
者
数
は
。

答　
令
和
６
年
６
月
１
日
現
在
、
２
６
１

名
で
あ
る
。

問　
10
人
に
１
人
が
登
録
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
積
極
的
な
周
知
を
し
て
欲
し

い
。
本
市
で
の
第
三
者
請
求
の
年
間
件
数

は
。

答　
令
和
５
年
度
で
は
、
郵
送
請
求
の
７
、

８
割
程
度
に
あ
た
る
、
４
，
４
０
０
か
ら

５
千
件
程
度
で
あ
る
。

問　

他
市
で
は
、「
不
正
取
得
に
係
る
本

人
通
知
制
度
に
関
す
る
要
綱
」
が
存
在
す

る
。
特
殊
詐
欺
や
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
犯
罪

被
害
を
受
け
る
可
能
性
を
減
ら
す
要
綱
の

作
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
不
正
取
得
を
市
が
把
握
で
き
た
場
合

に
は
被
害
者
に
通
知
す
べ
き
で
あ
り
、
不

正
取
得
の
抑
止
効
果
も
よ
り
期
待
で
き
る
。

他
市
町
村
の
事
例
を
み
て
「
被
害
告
知
型
」

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　
離
婚
後
に
養
育
費
を
受
け
取
れ
な
い

こ
と
が
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
に
つ
な
が

り
、
社
会
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ど
ん

な
家
族
の
形
で
あ
っ
て
も
肯
定
す
る
ま
ち

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
ど
も
家
庭
庁
支
援

局
が
離
婚
前
後
親
支
援
事
業
の
補
助
を
用

意
し
て
い
る
が
、
こ
の
補
助
を
活
用
し
た

養
育
費
の
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
へ
の
考

え
は
。

答　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の

子
育
て
施
策
実
施
の
中
で
、
令
和
７
年
度

の
申
請
に
向
け
、
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
採
択

す
る
の
か
も
含
め
検
討
を
重
ね
た
い
。

問答

本
人
通
知
制
度

無会派
(立憲民主党 )

議
会
広
報
委
員
会

養
育
費
確
保
支
援

答問問

皆様、こんにちは！毎日暑い日が続きますが、いかがお過ごしでしょうか？
この度、6月議会での承認を経て、橿原市議会に新たに議会広報委員会が立ち上がりました。初代
委員の議員 4名が、「かしはら市議会のいま」の表紙・しぎかいトピックスの編集に参加していき
ます。第２３０号は、橿原市の「防災備蓄品について」と「ゆりかご」について。どちらも、今知っ
ていただきたい情報を伝えることに重点を置き、編集しました。市民の皆様に、寄り添いながら、
日常に役に立つ行政の情報等を掲載させて頂く予定です。皆様とともに作り上げていく本誌を目指

議会広報委員会を立ち上げました

議会広報委員 : 今井りか、矢追もと、大保由香子、森本えみ

問

し、今後も、インタビュー、表紙等に使うための写
真撮影も予定しております。お近くまで伺った際に
は、ぜひ、ご協力いただきますよう、よろしくお願
いいたします。議会・議員・政治を今より身近に感
じていただけるよう、努力してまいります！
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議会閉会中の委員会等
日時 会議名 議題

4 月 12 日 議会改革特別委員会 政務活動費について　他

4 月 25 日
厚生常任委員会文教常任委員会連合審査会 橿原市４歳女児に係る重大事態について

燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に関する調査について　他

5 月 9 日 市庁舎建設事業等に関する特別委員会 本庁舎整備について

5 月 14 日

議会運営委員会 かしはら市議会のいま第２２９号の編集について　他
市スポーツ施設の活用及び整備等に
関する特別委員会

橿原市スポーツ施設計画に伴う整備について

厚生常任委員会文教常任委員会連合審査会 橿原市保育所・幼稚園の適正配置について
5 月 15 日 建設常任委員会 令和６年度事業計画調書について　他

5 月 28 日 議会改革特別委員会 政務活動費について　他

5 月 30 日
厚生常任委員会文教常任委員会連合審査会 橿原市保育所・幼稚園の適正配置について
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に関する調査について

５月 31 日 議会運営委員会 ６月定例会の運営について

6 月 28 日
議会広報委員会 かしはら市議会のいま第２３０号の編集について
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に関する調査について　他

会議等の出席

要望書の受理

発
行\

橿
原
市
議
会

編
集\

議
会
広
報
委
員
会

発
行
日\

令
和
６
年
9
月
1
日

〒
６
３
４
・
０
０
７
５

橿
原
市
小
房
町
１
１
番
５
号

受理日 件名

5月 30日 県域水道一体化の市民説明会に関する要望書

全議員・市長・副市長・教育長及び議場に出席した全職員に写しを配布しました。

日時 会議名 出席者

4月 18日 第 89回近畿市議会議長会定期総会 奥田議長、局長

5月 24日 近畿地区都市監査委員会総会 奥田議長、局長

5月 31日 第 1回奈良県市議会議長会 奥田議長、井ノ上副議長、局長

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
４
４
・
４
７
・
３
５
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
４
・
２
４
・
９
７
０
２

メ
ー
ル

ｇ
ｉ
ｋ
ａ
ｉ
＠
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
.ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
.ｎ
ａ
ｒ
ａ
.ｊ
ｐ

ぎ か い の う ご き

視察・研修
日時 テーマ 視察先 参加者

５月 10日 議員の資質向上と議会運営の基本 橿原文化会館 矢追もと、高橋圭一

5月 21日 防災情報対策、自主防災会活性化事業について 静岡県沼津市 【総務常任委員会視察】
森下みや子、竹田のぶや、高橋圭一
奥田英人5月 22日 総合防災情報システムについて 神奈川県秦野市

5月 23日 コミュニティースクールについて 静岡県袋井市 【文教常任委員会視察】
西岡次郎、森本えみ、上田くによし
細川佳秀5月 24日 外国人児童生徒教育支援体制について 愛知県西尾市

ホームページ インターネット中継 会議録 かしはら市議会のいま
（バックナンバー）

議会の情報をもっと詳しく


